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に

一　

は
じ
め
に

１　

王
冠
の
位
置
づ
け

周
知
の
よ
う
に
、
日
本
国
憲
法
一
条
は
、
国
民
主
権
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
天
皇
は
「
日
本
国
の
象
徴
で
あ
り
日
本
国
民
統
合
の

象
徴
（the sym

bol of the State and of the unity of the people

）」
で
あ
る
と
述
べ
て
、
象
徴
天
皇
制
を
も
規
定
す
る
。
象
徴

規
定
の
先
例
と
し
て
学
界
が
こ
ぞ
っ
て
あ
げ
る
の
は
、
一
九
三
一
年
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法
（Statute of W

estm
inster 1931, 

22 George V
, c.4

）（
以
下
「
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法
」）
で
あ
る
。
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法
の
関
連
部
分
を
摘
記
す
る
と
、
次

の
よ
う
で
あ
る
。

王
冠
は
、
ザ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
・
オ
ブ
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
メ
ン
バ
ー
の
自
由
な
結
合
の
象
徴
（the 

sym
bol of the free association of the m

em
bers

）
で
あ
る
。
…
…
メ
ン
バ
ー
は
、
王
冠
に
対
す
る
共
通
の
忠
誠
に
よ
っ
て
統

合
さ
れ
る
（they are united by a com

m
on allegiance

）（
前
文
）。

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法
は
連
合
王
国
議
会
の
制
定
法
で
あ
る
が
、王
冠
を
連
合
王
国
だ
け
の
王
冠
と
し
て
で
は
な
く
、ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
全
体
の
王
冠
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
規
範
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
る

（
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か
ら
こ
そ
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
王
冠
が
可
分
で
あ
る
か
否
か
と
い
っ
た
問
題
が
、
生
じ
た
の
で
あ
る
。

２　

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
変
貌

公
式
文
書
と
し
て
「
ザ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
・
オ
ブ
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
と
い
う
用
語
を
使
っ
た
第
一
例
は
、

カ
ナ
ダ
・
ド
ミ
ニ
オ
ン
な
ど
と
同
じ
憲
法
的
地
位
を
も
つ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
を
誕
生
さ
せ
た
一
九
二
一
年
の
グ
レ
ー
ト
＝
ブ
リ
テ

ン
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
間
条
約
（T

reaty betw
een Great Britain and Ireland

）
で
あ
る
。
そ
の
四
条
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
議

会
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
宣
誓
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
宣
誓
文
の
最
後
に
、
こ
の
用
語
を
使
っ
た
。
第
三
例
が
ウ
ェ
ス
ト

ミ
ン
ス
タ
ー
法
で
あ
っ
て
、
同
法
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
一
九
二
六
年
バ
ル
フ
ォ
ア
報
告
が
、
第
二
例
と
し
て
、「
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ

ン
お
よ
び
ド
ミ
ニ
オ
ン
か
ら
成
る
自
治
共
同
体
（self-governing com

m
unities

）
の
集
団
」
の
地
位
お
よ
び
相
互
関
係
を
定
義
し

た
。

そ
れ
は
、
王
冠
に
対
す
る
共
通
の
忠
誠
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
、
ザ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
・
オ
ブ
・
ネ
ー
シ
ョ

ン
ズ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
自
由
に
結
合
す
る
が
、
地
位
に
お
い
て
平
等
で
あ
り
、
そ
の
対
内
ま
た
は
対
外
問
題
の
ど
ん
な
局
面
に
お

い
て
も
、
一
方
が
他
方
に
決
し
て
従
属
し
な
い
イ
ギ
リ
ス
帝
国
内
の
自
治
的
共
同
体
（autonom

ous Com
m

unities

）
で
あ
る
。

バ
ル
フ
ォ
ア
報
告
は
、
ド
ミ
ニ
オ
ン
と
い
う
地
位
の
性
質
を
明
確
に
し
て
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法
へ
の
道
を
舗
装
し
た
と
評
価

さ
れ
た
。
そ
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法
に
戻
る
と
、
左
の
規
定
が
、
目
に
つ
く
。

本
法
で
「
ド
ミ
ニ
オ
ン
」
の
表
現
は
、
次
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
、
す
な
わ
ち
、
カ
ナ
ダ
・
ド
ミ
ニ
オ
ン
（D

om
inion of Canada

）、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
（Com

m
onw

ealth of A
ustralia

）、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ミ
ニ
オ
ン
（D

om
inion of N

ew
 

Zealand

）、
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
（U

nion of South A
frica

）、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
（Irish Free State

）
お
よ
び
ニ
ュ
ー
フ
ァ

（
3
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（
4
）

（
5
）

3

コモンウェルスにおける王冠（松田）

― ―



ン
ド
ラ
ン
ド
（N

ew
foundland

）
の
ど
れ
か
を
意
味
す
る
（
一
条
）。

当
時
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
・
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
れ
ら
六
ド
ミ
ニ
オ
ン
・
プ
ラ
ス
・
連
合
王
国
の
七
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
七
メ
ン
バ
ー

と
も
、
元
首
と
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
を
い
た
だ
く
白
人
国
家
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
五
三
に
増
加
し
、
そ
の
う

ち
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
を
元
首
と
し
て
い
た
だ
く
メ
ン
バ
ー
は
、
一
六
カ
国
に
過
ぎ
な
い
。

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
変
貌
の
端
緒
を
切
り
開
い
た
の
は
、
イ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
一
九
四
七
年
イ
ン
ド
独
立
法
（Indian 

Independence A
ct 1947

）
に
よ
っ
て
一
九
四
七
年
八
月
一
五
日
に
ド
ミ
ニ
オ
ン
と
し
て
独
立
し
て
い
た
イ
ン
ド
が
共
和
制
憲
法
を

採
択
す
る
予
定
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
残
留
を
希
望
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
首
相

会
議
（Com

m
onw

ealth Prim
e M

inistersʼ M
eeting

）
が
発
表
し
た
一
九
四
九
年
四
月
二
七
日
の
最
終
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
、
こ
う
述

べ
た
。ザ

・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
・
オ
ブ
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
統
合
さ
れ
、
自
由
な
結
合
の
象
徴
で

も
あ
る
王
冠
に
共
通
の
忠
誠
を
負
う
諸
国
で
あ
る
連
合
王
国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
、

イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
お
よ
び
セ
イ
ロ
ン
政
府
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
差
し
迫
っ
た
憲
法
上
の
変
化
を
審
議
し
た
。

イ
ン
ド
政
府
は
、
採
択
さ
れ
よ
う
と
す
る
新
憲
法
の
も
と
で
イ
ン
ド
が
主
権
独
立
共
和
国
と
な
る
と
い
う
イ
ン
ド
国
民
の
意
図
を

ザ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
他
の
政
府
に
通
告
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、イ
ン
ド
政
府
は
、ザ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
・
オ
ブ
・
ネ
ー
シ
ョ

ン
ズ
の
完
全
な
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
継
続
し
た
い
と
い
う
イ
ン
ド
の
願
望
、
な
ら
び
に
、
国
王
を
独
立
構
成
国
の
自
由
な
結
合
の
象

徴
、
お
よ
び
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
首
長
（as such the H

ead of the Com
m

onw
ealth

）
と
し
て
受
け

入
れ
る
こ
と
を
宣
言
お
よ
び
確
認
し
た
。

右
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
と
い
う
形
容
詞
が
使
わ
れ
な
い
傾
向
が
、
動

（
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き
出
し
た
。

イ
ン
ド
に
続
い
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ビ
ル
マ
お
よ
び
セ
イ
ロ
ン
が
独
立
し
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
は
、
急
速
に
分
解
し
て
行
っ
た
。
そ
れ

と
と
も
に
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
い
う
結
合
は
、
短
期
間
の
う
ち
に
、
文
化
的
に
多
様
な
グ
ル
ー
プ
別
に
変
型
さ
れ
た
。
コ
モ
ン
ウ
ェ

ル
ス
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
歴
史
的
つ
な
が
り
を
も
つ
国
家
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
五
年
、
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
が
、
連
合
王
国
ま
た
は
他
の
い
ず
れ
か
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
・
メ
ン
バ
ー
と
い
か
な
る
憲
法
上
の
結
び
つ
き
を
も
も
た
な

い
最
初
の
国
家
と
し
て
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
加
盟
し
た
。
二
〇
〇
九
年
に
は
、
旧
ド
イ
ツ
植
民
地
で
ベ
ル
ギ
ー
の
信
託
統
治
地
域
で

あ
っ
た
ル
ワ
ン
ダ
が
加
盟
し
た
。

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
は
、
こ
の
よ
う
に
、
顕
著
に
変
貌
し
た
。
そ
う
と
す
る
と
、
バ
ル
フ
ォ
ア
報
告
お
よ
び
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法

に
登
場
し
た
王
冠
に
な
ん
ら
か
質
的
な
変
化
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
推
測
は
、
容
易
に
成
立
す
る
。
質
的
な
変
化
は
、
こ

の
す
ぐ
あ
と
で
み
る
よ
う
に
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
成
立
前
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
時
期
か
ら
胚
胎
し
て
い
た
。
過
去
へ
の
遡
及
は
、
本
稿

に
と
っ
て
、
不
可
避
の
作
業
で
あ
る
。

二　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス

１　

一
九
八
二
年
のR v Secretary of State for Foreign and C

om
m

onw
ealth Affairs, ex parte Indian Association of 

Alberta and others

（
以
下
「
一
九
八
二
年
判
決
」）

大
法
官
ホ
ー
ル
ズ
ベ
リ
卿
（Lord Chancellor H

alsburry

）
の
名
を
冠
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
有
権
的
な
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ

（
9
）

（
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デ
ィ
ア
が
「
女
王
陛
下
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
に
お
け
る
王
冠
の
統
合
性
お
よ
び
可
分
性
（unity and divisibility

）」
と
い
う
項
目
の
第
二

セ
ン
テ
ン
ス
中
の
「
植
民
地
に
お
け
る
女
王
陛
下
の
政
府
は
、
連
合
王
国
に
お
け
る
女
王
陛
下
の
政
府
と
は
別
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
」
と
い
う
部
分
で
引
用
し
た
判
決
が
、
本
判
決
で
あ
る
。

⑴
　
事
　
　
　
実

記
録
長
官
デ
ニ
ン
グ
卿
が
認
定
し
た
事
実
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

二
〇
〇
年
以
上
前
の
一
七
六
三
年
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
が
、
国
璽
が
押
さ
れ
た
布
令
（royal proclam

ation

）
を
発
し
た
。
そ

の
中
で
、
彼
は
、
カ
ナ
ダ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
厳
粛
な
保
障
（solem

n assurances

）
を
与
え
た
。
し
か
し
、
現
在
、
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
は
、
そ
の
保
障
が
拒
否
さ
れ
る
危
険
に
陥
っ
た
と
感
じ
る
。
彼
ら
は
、
連
合
王
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
法
案
（Canada 

Bill

）
に
つ
い
て
不
安
を
覚
え
る
。
そ
れ
の
も
と
で
、
カ
ナ
ダ
の
新
憲
法
が
、
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
、
法
案
提
案

者
を
信
用
し
な
い
。
彼
ら
は
、
法
案
が
可
決
さ
れ
る
と
、
彼
ら
自
身
の
特
別
の
権
利
お
よ
び
自
由
が
減
少
ま
た
は
消
滅
さ
せ
ら
れ
る
危

険
に
さ
ら
さ
れ
る
と
考
え
る
。
彼
ら
は
、
救
済
の
た
め
、
カ
ナ
ダ
の
裁
判
所
へ
行
か
な
か
っ
た
。

カ
ナ
ダ
人
は
、
本
裁
判
所
に
来
た
。
彼
ら
は
、
二
〇
〇
年
前
に
与
え
ら
れ
、
そ
の
あ
と
一
〇
〇
年
間
条
約
で
繰
り
返
さ
れ
た
保
障
は

連
合
王
国
の
王
冠
を
拘
束
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
、
本
件
を
訴
え
る
た
め
、
こ
の
国
の
裁
判
所
に
来
る
。
彼
ら
は
、
と

く
に
、
ア
ル
バ
ー
タ
、
ノ
バ
・
ス
コ
シ
ア
お
よ
び
ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
か
ら
来
る
。
し
か
し
、
他
の
州
か
ら
の
他
の
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
は
、
な
に
が
起
こ
る
か
を
注
意
深
く
み
て
い
る
。
そ
の
請
求
が
連
合
王
国
に
関
す
る
王
冠
に
向
け
ら
れ
る
の
を
み
て
、
彼
ら
が
本

件
を
提
起
す
る
た
め
こ
こ
に
来
る
資
格
が
あ
る
と
、
私
は
、
考
え
る
。

問
題
は
、
外
務
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
省
（Foreign and Com

m
onw

ealth O
ffi

ce

）
に
移
さ
れ
た
。「
連
合
王
国
は
、
カ
ナ
ダ
・

（
11
）

（
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イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
な
ん
ら
か
の
条
約
ま
た
は
他
の
義
務
を
も
つ
か
」。
一
九
八
〇
年
一
一
月
一
一
日
。
同
省
が
与
え
た
回
答
は
、
こ
う

述
べ
た
。「
否
。
す
べ
て
の
関
連
条
約
義
務
は
、
存
続
す
る
限
り
、
遅
く
と
も
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法
に
よ
っ
て
独
立
を
達
成
す
る

と
と
も
に
、
カ
ナ
ダ
政
府
の
責
任
と
な
っ
た
」。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
、
そ
の
回
答
を
争
う
。

⑵
　
判
　
　
　
決

一
九
八
二
年
一
月
二
八
日
、
控
訴
院
は
、
上
訴
棄
却
の
判
決
を
与
え
た
。

デ
ニ
ン
グ
卿
が
展
開
し
た
意
見
は
、
左
記
の
よ
う
で
あ
る
。

原
始
社
会
の
孤
独
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
到
来
に
よ
っ
て
乱
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
一
七
七
四
年
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
の
よ
う

に
探
検
家
と
し
て
、
ま
た
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
よ
う
に
貿
易
会
社
と
し
て
、
ま
た
は
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
お
よ
び
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
を

建
設
し
た
人
々
の
よ
う
に
入
植
者
と
し
て
到
来
し
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
、
ど
こ
に
お
い
て
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
冠
の
代
表
者
と

し
て
到
来
し
た
。
彼
ら
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
権
利
を
と
も
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
王
冠
に
忠
節
で
あ
り
、
忠
節
特
許
状
（royal 

charter

）
の
も
と
、
王
冠
の
直
接
の
権
威
と
と
も
に
行
動
し
た
。
こ
う
し
て
、
一
六
〇
〇
年
に
は
東
イ
ン
ド
会
社
特
許
状
、

一
六
〇
六
年
に
は
サ
ー
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ク
ッ
ク
に
よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
た
バ
ー
ジ
ニ
ア
第
一
特
許
状
、
一
六
二
九
年
に
は
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
湾
特
許
状
な
ど
が
、
存
在
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
長
い
経
験
は
、
先
住
民
族
を
ど
う
扱
う
べ
き
か
を
わ
れ
わ
れ
に
教
え
た
。
公
序
の
問
題
と
し
て
、
彼
ら
の
法
お
よ
び
慣

習
を
非
常
に
尊
重
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、
平
和
お
よ
び
善
良
な
秩
序
と
い
う
利
害
に
必
要
な
場
合
を
除
い
て
、
彼
ら
に
決
し
て
干
渉

し
な
い
こ
と
が
、
第
一
に
重
要
で
あ
っ
た
。
先
住
民
族
の
権
利
を
確
保
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
利
己
主
義
な
ど
を
押
し
つ
け
な
い
こ
と

を
観
察
す
る
の
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
冠
お
よ
び
王
冠
を
代
表
す
る
人
々
の
責
任
で
あ
っ
た
。

（
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一
八
お
よ
び
一
九
世
紀
、
王
冠
は
一
個
か
つ
不
可
分
（one and indivisible

）
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
憲
法
上
の
確
定
的
ド
ク
ト

リ
ン
で
あ
っ
た
。
植
民
地
は
連
合
王
国
と
と
も
に
一
つ
の
国
土
（realm

）
を
形
成
し
、
そ
の
全
体
が
、
王
冠
の
主
権
下
に
お
か
れ
た
。

王
冠
は
、
そ
れ
が
適
当
と
考
え
る
よ
う
な
行
政
・
立
法
・
司
法
の
配
分
を
確
立
す
る
全
権
を
も
っ
た
。
こ
れ
ら
の
権
限
を
行
使
す
る
に

さ
い
し
て
、
そ
の
国
ま
た
は
そ
の
本
来
の
定
住
地
の
平
和
お
よ
び
秩
序
と
抵
触
す
る
場
合
を
除
い
て
、
そ
の
国
の
先
住
民
族
が
そ
の
国

の
何
世
紀
に
も
わ
た
る
慣
習
に
よ
り
権
利
お
よ
び
特
権
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
保
証
す
る
こ
と
が
（
現
地
で
の
代
表
者
を
通
じ

て
の
）
王
冠
の
義
務
で
あ
っ
て
、
カ
ナ
ダ
で
は
、
一
七
六
三
年
布
令
に
お
い
て
も
っ
と
も
顕
著
に
立
証
さ
れ
る
。

同
布
令
に
先
行
す
る
事
件
の
中
で
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
フ
ラ
ン
ス
間
の
七
年
戦
争
で
あ
っ

た
。
一
七
六
三
年
の
パ
リ
条
約
の
も
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
以
前
に
取
得
し
て
い
た
す
べ
て
の
権
利
を
引
き
渡
し
た
。
一
七
六
三
年
布

令
は
、
高
度
の
憲
法
的
重
要
性
を
認
め
ら
れ
、
八
〇
年
前
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
自
身
の
権
利
章
典
に
匹
敵
す
る
権
利

章
典
で
あ
る
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
よ
っ
て
ラ
ン
ク
づ
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、「
太
陽
が
昇
り
川
が
流
れ
る
限
り
」
王
冠
を
拘
束
し
て
い

た
。一

八
六
七
年
イ
ギ
リ
ス
領
北
ア
メ
リ
カ
法
（British N

orth A
m

erica A
ct 1867

）（
以
下
「
一
八
六
七
年
法
」）
は
、
オ
ン
タ
リ
オ
、

ケ
ベ
ッ
ク
、
ノ
バ
・
ス
コ
シ
ア
お
よ
び
ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
州
が
カ
ナ
ダ
と
い
う
名
称
で
一
つ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
に
合
同
す
る

こ
と
を
布
告
し
た
。
そ
れ
は
、
他
の
植
民
地
が
そ
の
後
合
同
に
加
入
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
権
限
を
含
ん
だ
。
そ
れ
は
、
連
邦
政
府
を

設
立
し
た
。
そ
れ
は
、
一
〇
〇
年
以
上
継
続
す
る
こ
と
と
な
る
成
文
憲
法
を
包
含
し
た
。
そ
れ
は
、
九
条
に
お
い
て
、
カ
ナ
ダ
に
対
す

る
行
政
府
お
よ
び
行
政
権
は
継
続
し
て
女
王
に
与
え
ら
れ
る
と
宣
言
し
た
。
総
督
は
、
女
王
の
代
表
者
で
あ
っ
た
。

一
八
六
七
年
法
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
影
響
し
た
か
。
九
一
条
二
四
項
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
お
よ
び
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
に
留
保
さ
れ
た
土
地
の
た
め
に
立
法
す
る
排
他
的
権
限
を
ド
ミ
ニ
オ
ン
議
会
に
与
え
た
。九
一
条
二
四
項
は
、そ
れ
以
外
、イ
ン
デ
ィ

（
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ア
ン
問
題
に
つ
い
て
沈
黙
し
た
。
し
か
し
、
私
は
、
一
七
六
三
年
布
令
を
い
ま
な
お
拘
束
力
あ
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
に
疑
問
を
も
た

な
い
。
そ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
不
文
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
制
定
法
に
次
の
文
章
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
、
ド
ミ
ニ
オ
ン
お
よ

び
州
の
立
法
府
を
拘
束
し
て
い
た
。「
カ
ナ
ダ
先
住
民
族
は
、
一
七
六
三
年
布
令
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
権
利
お
よ
び
自
由
の
す
べ
て

を
も
ち
続
け
る
」。

一
八
六
七
年
法
後
、
カ
ナ
ダ
の
大
部
分
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
の
あ
い
だ
に
す
べ
て
の
州
に
影
響
す
る
重
要
条
約
が
、
締
結
さ
れ
た
。

条
約
に
よ
っ
て
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
彼
ら
の
土
地
の
多
く
を
王
冠
に
譲
り
渡
し
、
代
わ
り
に
、
王
冠
は
、
条
約
に
明
記
さ
れ
る
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
の
義
務
を
引
き
受
け
た
。
条
約
の
も
と
で
の
義
務
は
、
王
冠
の
義
務
で
あ
り
続
け
た
。
こ
れ
ら
条
約
義
務
は
、
王
冠
す
な
わ
ち
当

時
連
合
王
国
の
王
冠
で
あ
っ
て
、
単
一
か
つ
不
可
分
の
（single and indivisible

）
王
冠
の
義
務
で
あ
っ
た
。

一
九
二
九
年
、
ド
ミ
ニ
オ
ン
政
府
と
ア
ル
バ
ー
タ
州
政
府
の
あ
い
だ
で
、
協
定
が
、
締
結
さ
れ
た
。
類
似
の
協
定
が
、
マ
ニ
ト
バ
、

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
お
よ
び
サ
ス
カ
チ
ワ
ン
州
と
の
あ
い
だ
で
、
締
結
さ
れ
た
。
協
定
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
、
カ
ナ
ダ

議
会
お
よ
び
州
立
法
府
に
よ
る
承
認
な
ら
び
に
連
合
王
国
議
会
に
よ
る
確
認
が
、
必
要
と
さ
れ
た
。
一
九
三
〇
年
イ
ギ
リ
ス
領
北
ア
メ

リ
カ
法
（
以
下
「
一
九
三
〇
年
法
」）
に
よ
れ
ば
、
連
合
王
国
議
会
は
、
こ
れ
ら
の
協
定
に
法
と
し
て
の
効
力
を
与
え
た
。
そ
れ
は
、

カ
ナ
ダ
が
州
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
の
条
約
の
も
と
で
の
義
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
め
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
法
は
、
二
〇
世
紀
前
半
、
制
定
法
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
憲
法
上
の
慣
行
お
よ
び
実
行
（constitutional usage 

and practice

）
に
よ
っ
て
変
化
し
た
。
王
冠
は
、
王
冠
を
主
権
者
と
す
る
特
定
の
直
轄
地
に
応
じ
て
、
個
別
か
つ
可
分
（separate 

and divisible

）
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
お
よ
び
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
地
位
の
歴
史
的
定
義
で
あ
る
前
記
バ
ル
フ
ォ

ア
報
告
の
「
…
…
王
冠
に
対
す
る
共
通
の
忠
誠
…
…
イ
ギ
リ
ス
帝
国
内
の
自
治
的
共
同
体
」
と
い
う
文
言
で
承
認
さ
れ
た
。
バ
ル
フ
ォ

ア
報
告
で
は
、「
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
総
督
は
、
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
公
的
問
題
の
管
理
に
関
し
て
、
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
に
お
け
る
国
王
陛

（
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下
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
る
の
と
同
じ
立
場
を
す
べ
て
の
本
質
的
な
点
で
保
持
す
る
王
冠
の
代
表
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
な
ら
び
に
、
彼

は
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
に
お
け
る
国
王
陛
下
政
府
お
よ
び
同
政
府
の
い
ず
れ
か
の
部
局
の
代
表
者
ま
た
は
代
理
人
で
は
な
い
」
と
い

う
こ
と
も
、
合
意
さ
れ
た
。
こ
の
あ
と
、
王
冠
は
、
も
は
や
単
一
か
つ
不
可
分
で
な
く
な
っ
た
。
こ
の
重
要
な
変
化
の
結
果
、
私
は
、

以
前
王
冠
を
無
制
限
に
拘
束
し
て
い
た
義
務
は
い
ま
や
可
分
的
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
を
も
つ
。

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法
は
、
ド
ミ
ニ
オ
ン
に
相
当
な
独
立
性
を
与
え
た
。
し
か
し
、
七
条
一
項
に
お
い
て
「
本
法
の
な
に
も
の
も
、

一
八
六
七
年
お
よ
び
一
九
三
〇
年
法
を
廃
止
・
改
正
・
変
更
す
る
た
め
に
適
用
さ
れ
る
と
み
な
さ
れ
な
い
」
と
規
定
す
る
明
示
的
制

限
を
設
け
た
。
法
的
論
点
か
ら
み
る
と
、
廃
止
・
改
正
・
変
更
す
る
権
限
は
、
依
然
、
連
合
王
国
議
会
に
依
存
す
る
。
厳
格
な
憲
法

で
は
、
カ
ナ
ダ
・
ド
ミ
ニ
オ
ン
は
、
完
全
に
独
立
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
す
で
に
い
っ
た
よ
う
に
、
王
冠
は
、
個
別
か
つ
可
分

で
あ
っ
た
。

カ
ナ
ダ
法
案
は
、
カ
ナ
ダ
に
完
全
独
立
を
与
え
る
よ
う
企
図
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
八
二
年
憲
法
（Constitution A

ct 1982

）

に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
は
や
、
連
合
王
国
議
会
は
、
カ
ナ
ダ
に
拡
張
す
る
な
ん
ら
か
の
法
を
成
立
さ
せ
る
な
ん
ら
の

権
限
を
も
も
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
は
や
、
一
八
六
七
年
法
お
よ
び
一
九
三
〇
年
法
を
改
正
・
廃
止
・
変
更
す
る
権
限
を
も
も
た
な
い

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ド
ミ
ニ
オ
ン
議
会
は
、
そ
う
す
る
権
限
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
カ
ナ
ダ
の
た
め
に
連
合
王
国
議
会
に
よ
っ

て
制
定
さ
れ
る
新
憲
法
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
新
憲
法
は
、
権
利
お
よ
び
自
由
の
憲
章
を
含
む
。
そ
れ

は
、
先
住
民
族
に
権
利
お
よ
び
自
由
を
保
障
す
る
。

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
、
王
冠
、
つ
ま
り
、
本
来
は
連
合
王
国
に
関
す
る
王
冠
で
あ
り
、
現
在
は
カ
ナ
ダ
に
関
す
る
王
冠
で
あ
る
が
、
と

に
か
く
王
冠
に
よ
っ
て
そ
の
権
利
お
よ
び
自
由
が
保
障
さ
れ
て
来
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
議
会
は
、
こ
れ
ら
保
障
の
価

値
を
軽
減
す
る
な
に
か
を
な
す
べ
き
で
は
な
い
。
彼
ら
は
、「
太
陽
が
昇
り
川
が
流
れ
る
限
り
」、
カ
ナ
ダ
に
関
す
る
王
冠
に
よ
っ
て
名

（
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誉
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
約
束
は
、
決
し
て
破
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。

⑶
　
意
　
　
　
義

①　

一
七
六
三
年
布
令
か
ら
一
九
八
二
年
憲
法
へ

カ
ナ
ダ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
、
連
合
王
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
法
案
に
よ
っ
て
一
七
六
三
年
布
令
で
保
障
さ
れ
た
権
利
・
自

由
が
侵
害
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
カ
ナ
ダ
の
裁
判
所
で
は
な
く
て
連
合
王
国
の
裁
判
所
に
出
訴
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
外
務
・

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
省
は
、
す
べ
て
の
関
連
条
約
義
務
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法
に
よ
り
カ
ナ
ダ
政
府
の
責
任
と
な
っ
た
と
い
う
立
場

を
と
っ
た
。

し
か
し
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
不
安
は
、
払
拭
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
八
二
年
憲
法
と
な
っ
た
カ
ナ
ダ
法
案
は
、
二
五
条
に
お
い

て
、
廃
止
ま
た
は
減
少
す
る
よ
う
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
先
住
民
族
の
条
約
上
の
権
利
ま
た
は
そ
の
他
の
権
利
も
し
く
は
自
由
の

中
に
一
七
六
三
年
布
令
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
た
権
利
・
自
由
を
含
め
た
か
ら
で
あ
る
（
⒜
項
）。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
三
五
条

に
お
い
て
も
、先
住
民
族
の
現
行
の
先
住
民
族
と
し
て
の
権
利
お
よ
び
条
約
の
権
利
は
承
認
か
つ
確
認
さ
れ
る
と
念
を
押
し
た（
⑴
項
）。

し
か
も
、
こ
れ
ら
二
五
条
お
よ
び
三
五
条
の
条
文
は
、
本
判
決
に
お
い
て
再
現
さ
れ
た
。

な
お
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
依
拠
し
た
権
利
の
源
泉
で
あ
る
条
約
に
つ
い
て
、
カ
ー
控
訴
院
裁
判
官
（K

err L.J.

）
は
、
王
冠
と
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
集
団
（bands

）
と
の
あ
い
だ
に
締
結
さ
れ
た
「
い
わ
ゆ
る
条
約
（so-called ʻtreatiesʼ

）」
と
表
現
し
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と

の
関
連
協
定
は
「
条
約
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、「
国
際
公
法
上
の
条
約
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
主
権
国
家
間
の
条
約
で

は
な
い
」
と
断
定
し
た
。

第
二
次
大
戦
後
の
重
要
条
約
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
一
九
六
九
年
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
に
照
ら
す
と
、
条
約
は
「
国
の
間
に
お

（
26
）

（
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）

（
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）
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い
て
文
書
の
形
式
に
よ
り
締
結
」
と
定
義
さ
れ
る
（
二
条
一
項
⒜
）。
し
た
が
っ
て
、「
国
」
で
は
な
い
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
王
冠
と
締
結

し
た
合
意
は
、
条
約
の
名
に
値
し
な
い
こ
と
と
な
る
。
デ
ニ
ン
グ
卿
が
結
論
部
分
で
「
約
束
は
、
決
し
て
破
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と

述
べ
た
の
も
、
条
約
の
本
質
を
意
識
し
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
卿
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
権
利
章
典
に
匹
敵
す
る

と
ま
で
評
価
し
た
一
七
六
三
年
布
令
は
、
そ
の
根
幹
部
分
に
お
い
て
、
一
九
八
二
年
憲
法
に
生
き
残
っ
た
。

②　

王
冠
不
可
分
か
ら
王
冠
可
分
へ

判
決
が
「
王
冠
は
…
…
個
別
か
つ
可
分
と
な
っ
た
」
と
初
め
て
述
べ
た
の
は
、
一
九
二
六
年
バ
ル
フ
ォ
ア
報
告
の
直
前
で
あ
っ
て
、

こ
の
こ
と
は
同
報
告
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
と
も
述
べ
る
が
、
王
冠
可
分
を
も
た
ら
し
た
契
機
が
な
ん
で
あ
る
か
、
不
明
確
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
契
機
を
戦
争
開
始
に
求
め
る
の
も
、
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
一
四
年
八
月
四
日
、
駐
ベ
ル
リ
ン
・
イ
ギ

リ
ス
大
使
は
、
ド
イ
ツ
が
ベ
ル
ギ
ー
国
境
侵
犯
を
こ
れ
以
上
続
行
し
な
い
と
い
う
保
障
を
夜
半
ま
で
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら

ば
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ベ
ル
ギ
ー
中
立
を
維
持
す
る
た
め
に
自
国
の
力
の
及
ぶ
す
べ
て
の
措
置
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
と
い

う
文
書
を
ド
イ
ツ
外
相
に
手
渡
し
た
が
、
こ
の
手
続
は
、
そ
れ
よ
り
七
年
前
の
一
九
〇
七
年
に
署
名
さ
れ
た
「
開
戦
ニ
関
ス
ル
条
約
」

一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
最
後
通
牒
」
に
該
当
し
た
。

こ
の
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
最
後
通
牒
が
ド
ミ
ニ
オ
ン
を
含
む
イ
ギ
リ
ス
帝
国
全
体
を
戦
争
状
態
に
お
い
た
現
実
に
疑
い
を
さ
し
挟
む
余

地
は
な
く
、
こ
の
現
実
は
、
敵
国
ド
イ
ツ
さ
え
も
が
、
容
認
し
た
。
一
九
一
四
年
八
月
一
三
日
、
ド
イ
ツ
外
務
省
は
、「
ド
イ
ツ
は
、

全
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
と
戦
争
状
態
に
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
告
知
し
た
。
こ
う
し
て
、
王
冠
不
可
分
が
、
例
証
さ
れ

た
。第

二
次
大
戦
開
戦
の
場
合
、
第
一
次
大
戦
開
戦
の
場
合
と
同
様
、
最
後
通
牒
の
形
式
を
と
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
ド
イ
ツ
と
の
戦
争

状
態
に
は
い
っ
た
。
た
だ
し
、
第
二
次
大
戦
開
戦
の
場
合
、
最
後
通
牒
は
、
二
重
に
発
せ
ら
れ
た
。
ま
ず
、
一
九
三
九
年
九
月
一
日
、

（
29
）
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ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
対
す
る
す
べ
て
の
侵
略
行
動
を
中
止
し
、そ
の
兵
力
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
撤
退
さ
せ
る
用
意
が
な
い
な
ら
ば
、

グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
義
務
を
履
行
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
公
文
が
、
ド
イ
ツ
政
府
に
送
付
さ
れ
た
。
次
い
で
、

九
月
三
日
午
前
九
時
、
イ
ギ
リ
ス
大
使
は
、
同
趣
旨
の
保
障
が
午
前
一
一
時
ま
で
に
到
達
し
な
い
な
ら
ば
、
同
時
刻
か
ら
両
国
間
に
戦

争
状
態
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
と
ド
イ
ツ
政
府
に
通
告
し
た
。
回
答
が
な
か
っ
た
の
で
、
駐
ロ
ン
ド
ン
・
ド
イ
ツ
代
表
は
、
両
国
間
に

戦
争
状
態
が
存
在
す
る
と
、
同
時
刻
に
通
告
さ
れ
た
。

カ
ナ
ダ
で
は
、
九
月
七
日
、
総
督
が
、
次
の
よ
う
に
、
議
会
で
演
説
し
た
。「
連
合
王
国
は
、
ド
イ
ツ
と
の
戦
争
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

カ
ナ
ダ
防
衛
の
た
め
、
お
よ
び
、
…
…
国
際
紛
争
解
決
の
さ
い
…
…
武
力
に
訴
え
る
こ
と
を
妨
げ
る
…
…
た
め
、
必
要
な
措
置
に
つ
い

て
の
権
限
を
政
府
が
要
請
す
る
目
的
で
、
あ
な
た
が
た
は
、
も
っ
と
も
早
い
機
会
に
召
集
さ
れ
ま
し
た
」。
戦
争
へ
の
積
極
的
参
加
を

打
ち
出
し
た
総
督
演
説
は
、
九
月
九
日
、
下
院
で
承
認
さ
れ
た
。
内
閣
は
、
そ
の
夕
方
、
会
合
し
、
枢
密
院
で
総
督
の
同
意
を
得
た
上
、

布
告
に
よ
っ
て
九
月
一
〇
日
か
ら
カ
ナ
ダ
・
ド
イ
ツ
間
で
の
戦
争
状
態
を
宣
言
す
る
こ
と
を
国
王
に
請
願
す
る
権
限
を
首
相
に
与
え
る

枢
密
院
令
を
承
認
し
た
。
国
王
に
請
願
を
提
出
せ
よ
と
の
訓
令
は
、
駐
ロ
ン
ド
ン
・
カ
ナ
ダ
高
等
弁
務
官
に
海
底
電
線
で
通
信
さ
れ
、

国
王
の
裁
可
を
伝
え
る
彼
の
回
答
は
、
九
月
一
〇
日
午
前
一
一
時
一
五
分
、
オ
タ
ワ
で
受
信
さ
れ
た
。
布
告
は
、
午
前
一
二
時
四
〇
分
、

カ
ナ
ダ
官
報
特
別
版
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
参
戦
が
九
月
三
日
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
カ
ナ
ダ
の
参
戦
は
、
九

月
一
〇
日
で
あ
っ
た
。
第
一
次
大
戦
開
戦
時
と
異
な
り
、
例
証
さ
れ
た
の
は
、
王
冠
可
分
で
あ
る
。

な
お
、
第
一
次
大
戦
終
結
の
さ
い
、
駐
パ
リ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
代
表
団
に
宛
て
た
カ
ナ
ダ
の
ボ
ー
デ
ン
首
相
の
一
九
一
九
年
三
月

一
二
日
付
け
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
は
、「
王
冠
は
、
連
合
王
国
お
よ
び
す
べ
て
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
最
高
行
政
府
で
あ
る
が
、
別
々
の
憲
法
的

単
位
内
で
別
々
の
閣
僚
の
助
言
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
」
と
明
記
し
た
。
こ
れ
は
、
王
冠
可
分
の
先
駆
的
現
象
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
ウ
ェ
イ
ド
お
よ
び
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
、
一
九
四
八
年
の
著
作
に
お
い
て
、「
王
冠
は
、
帝
国
の
一
本
の
実
効
的
な
き
ず

（
30
）
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な
で
あ
り
続
け
て
お
り
…
…
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
全
体
で
一
個
か
つ
不
可
分
」
と
書
い
た
。
第
二
次
大
戦
開
戦
時
の
現
実
を
無
視
し
た
時

代
遅
れ
の
説
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
、
本
判
決
の
先
例
と
な
っ
た
二
件
を
概
観
し
て
お
く
。

２　

一
九
六
七
年
のR v Secretary of State for the H

om
e D

epartm
ent, ex parte Shadeo Bhurosh and others

（
以
下

「
一
九
六
七
年
判
決
」）

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
人
で
あ
る
申
立
人
は
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
・
パ
ス
ポ
ー
ト
庁
が
発
行
し
た
現
在
通
用
中
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
所
持
人
で

あ
っ
た
。
パ
ス
ポ
ー
ト
の
カ
バ
ー
内
側
に
は
、「
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
総
督
は
、
所
持
人
に
な
ん
の
障
害
も
な
く
自
由
に
通
行
さ
せ
、
必
要

で
あ
る
よ
う
な
援
助
お
よ
び
保
護
を
所
持
人
に
与
え
る
こ
と
を
関
係
者
す
べ
て
に
対
し
女
王
陛
下
の
名
に
お
い
て
要
請
お
よ
び
要
求
す

る
」
と
い
う
文
言
が
、
あ
っ
た
。
各
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、「
本
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
依
然
、
連
合
王
国
に
お
け
る
女
王
陛
下
政
府
の
財
産
で

あ
り
、
い
か
な
る
と
き
で
も
撤
回
さ
れ
る
」
と
い
う
注
意
を
含
ん
で
い
て
、「
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
お
よ
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合

王
国
」
と
い
う
透
か
し
を
入
れ
た
。

申
立
人
は
、
一
九
六
二
年
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
移
民
法
（Com

m
onw

ealth Im
m

igrants A
ct, 1962

）
の
も
と
で
連
合
王
国
入
国

を
拒
否
さ
れ
た
の
で
、
人
身
保
護
令
状
（w

rits of habeas corpus

）
を
請
求
し
、
一
九
六
二
年
法
は
自
分
た
ち
自
身
に
適
用
さ
れ

な
い
と
主
張
し
た
。
彼
ら
は
、
連
合
王
国
パ
ス
ポ
ー
ト
を
所
持
す
る
連
合
王
国
お
よ
び
植
民
地
市
民
（citizens of the U

nited 

K
ingdom

 and Colonies

）で
あ
る
た
め
、同
法
の
規
定
か
ら
免
除
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。同
法
に
よ
れ
ば
、「
連
合
王
国
パ
ス
ポ
ー

ト
」
は
、「
連
合
王
国
に
よ
っ
て
所
持
人
に
発
行
さ
れ
る
パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
定
義
さ
れ
た
。

申
立
人
は
、
一
九
六
二
年
法
で
定
義
さ
れ
る
連
合
王
国
パ
ス
ポ
ー
ト
を
所
持
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、（
王
の
大
権
の
も
と
で
発

（
32
）
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行
さ
れ
た
）パ
ス
ポ
ー
ト
は
、モ
ー
リ
シ
ャ
ス
で
は
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
女
王
で
あ
る
女
王
の
名
に
お
い
て
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
総
督
に
よ
り
モ
ー

リ
シ
ャ
ス
で
発
行
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
こ
れ
ら
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
連
合
王
国
政
府
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
六
七
年
八
月
一
六
日
、
控
訴
院
は
、
上
訴
を
棄
却
し
た
。

３　

一
九
七
一
年
のM

ellenger and another v N
ew

 Brunsw
ick D

evelopm
ent C

orporation

（
以
下
「
一
九
七
一
年
判
決
」）

カ
ナ
ダ
市
民
で
あ
る
原
告
は
、
ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
に
商
業
企
業
体
を
紹
介
し
た
こ
と
に
対
す
る
手
数
料
を
被
告
で
あ
る

ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
開
発
公
社
に
請
求
す
る
令
状
を
申
請
し
た
。
公
社
は
、
ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
の
権
限
で
女
王

陛
下
の
た
め
に
公
社
を
設
置
し
た
一
九
五
九
年
ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
開
発
公
社
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。同
法
の
規
定
は
、

公
社
と
ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
政
府
、
す
な
わ
ち
、
職
務
上
当
然
に
取
締
役
と
な
る
産
業
相
（M

inister of Industry

）
ら

と
の
あ
い
だ
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
同
法
は
、
公
社
が
資
本
を
発
行
せ
ず
、
そ
の
主
た
る
権
限
が
ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン

ズ
ウ
ィ
ッ
ク
州
の
産
業
開
発
そ
の
他
を
援
助
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
と
規
定
し
た
。

公
社
は
、
同
法
の
も
と
で
、
工
業
・
商
業
ま
た
は
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
を
営
む
権
限
を
も
有
し
た
が
、
実
際
上
、
通
常
の
貿
易
ま
た
は
商

業
に
従
事
す
る
こ
の
権
限
を
行
使
せ
ず
、
商
務
省
（Board of T

rade

）
の
よ
う
な
政
府
部
局
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
っ
た
よ
う
な

方
法
で
州
の
産
業
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
に
、そ
の
業
務
を
限
定
し
た
。証
拠
は
、問
題
の
取
引
に
関
し
て
、ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ

ク
首
相
が
指
導
的
役
割
り
を
演
じ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
取
引
に
法
的
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
の
が
ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
政
府

で
あ
っ
て
公
社
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。

一
九
七
一
年
二
月
一
六
日
、
控
訴
院
は
、
被
告
の
公
社
が
主
権
免
除
で
訴
答
す
る
資
格
を
も
つ
と
判
決
し
た
。
ⅰ
カ
ナ
ダ
の
州
は
カ

ナ
ダ
の
連
邦
憲
法
の
も
と
に
あ
る
に
せ
よ
、
ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
州
は
、
そ
れ
自
身
の
領
域
で
は
、
そ
れ
自
身
の
独
立
お
よ

（
33
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び
自
治
を
保
持
す
る
。
こ
う
し
て
、
主
権
国
家
は
、
そ
れ
自
身
の
権
利
と
し
て
、
主
権
免
除
を
請
求
す
る
資
格
を
も
つ
。
ⅱ
被
告
公
社

は
、
主
権
免
除
を
利
用
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
を
設
立
し
た
一
九
五
九
年
法
の
明
示
的
規
定
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
政
府
部
局
と
同

じ
地
位
に
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
同
法
か
ら
離
れ
て
も
、
実
際
上
遂
行
さ
れ
た
法
人
の
機
能
は
ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
政
府
の
政

策
遂
行
を
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。

三　

お
わ
り
に

先
例
二
件
中
、
一
九
六
七
年
判
決
は
、「
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
で
は
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
女
王
で
あ
る
女
王
…
…
」
を
強
調
し
た
。「
可
分
」
の

語
も
「
不
可
分
」
の
語
も
使
わ
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
王
冠
可
分
を
引
き
出
す
の
は
、
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
七
一
年
判
決
は
、

「
カ
ナ
ダ
の
州
は
カ
ナ
ダ
の
連
邦
憲
法
の
も
と
に
あ
る
に
せ
よ
、
…
…
そ
れ
自
身
の
独
立
…
…
を
保
持
す
る
」
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
デ
ニ
ン
グ
卿
は
、「
女
王
は
、
ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
州
の
女
王
で
あ
っ
て
、
同
州
は
国
家
免
除
を
受
け
る
資
格
が

あ
る
」
と
、
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
た
。
だ
が
、
ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
州
の
主
権
国
家
性
は
、
疑
問
で
あ
る
。

前
記
の
よ
う
に
、一
九
四
九
年
四
月
二
七
日
の
最
終
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
は
、「
王
冠
に
共
通
の
忠
誠
を
負
う
」と
い
う
語
句
が
、み
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
半
月
も
た
た
な
い
五
月
一
〇
日
の
イ
ン
ド
で
の
放
送
に
お
い
て
、
ネ
ー
ル
首
相
は
、「
私
た
ち
は
、
こ
の
自
由

な
結
合
の
象
徴
的
首
長（sym

bolic H
ead

）と
し
て
国
王
を
考
慮
す
る
こ
と
に
合
意
し
ま
し
た
。し
か
し
、国
王
は
、ザ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ

ル
ス
で
は
、
そ
の
地
位
に
付
着
す
る
任
務
を
帯
び
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
憲
法
が
関
す
る
限
り
、
国
王
は
な
ん
の
位
置
も
も
た
ず
、
私
た
ち

は
、彼
に
忠
誠
を
負
い
ま
せ
ん
」と
語
っ
た
。植
民
地
イ
ン
ド
か
ら
分
離
・
独
立
し
た
パ
キ
ス
タ
ン
の
初
代
首
相
サ
ー
・
リ
ー
ア
ー
カ
ッ

ト
・
ア
リ
・
カ
ー
ン
も
、「
忠
誠
が
も
は
や
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
に
と
っ
て
本
質
的
要
件
を
構
成
し
な
い
こ
と
は
、

（
34
）

（
35
）

（
36
）
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明
ら
か
で
あ
る
」
と
同
調
し
た
。
ネ
ー
ル
の
態
度
を
食
言
と
し
て
批
判
す
る
声
は
、
起
こ
ら
な
か
っ
た
。

し
ょ
せ
ん
、
共
通
の
忠
誠
は
王
冠
可
分
に
対
し
て
正
当
化
さ
れ
ず
、
代
わ
っ
て
登
場
し
た
の
が
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
首
長
」
と
考
え

て
い
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
が
、
一
九
四
九
年
、
ジ
ョ
ー
ジ
六
世
に
初
め
て
与
え
ら
れ
た
と
き
、
野
に
下
っ
て
い
た
チ
ャ
ー
チ

ル
（
保
守
党
）
は
、
そ
れ
は
王
冠
の
地
位
を
低
下
さ
せ
ず
、
む
し
ろ
上
昇
さ
せ
た
と
前
向
き
に
受
け
と
め
た
。
し
か
し
、
ア
ト
リ
ー
首

相
（
労
働
党
）
は
、
残
念
に
思
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
、
イ
ン
ド
独
立
法
案
を
審
議
し
た
一
九
四
七
年
七
月
一
〇
日
の
下

院
に
お
い
て
、「
こ
の
国
に
よ
る
な
ん
ら
か
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
す
べ
て
の
点
で
完
全
に
自
由
で
す
が
、
主
権
者
に
対
す
る
共
通
の

忠
誠
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
た
…
…
ド
ミ
ニ
オ
ン
を
設
立
し
ま
す
」
と
、
熱
弁
を
ふ
る
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
王
冠
の
忠
誠
面
は
、
空
文
化
し
た
。
そ
れ
で
は
、
王
冠
の
象
徴
面
は
ど
う
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
前
記
の
よ
う
に
、

一
九
四
九
年
の
最
終
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
、「
自
由
な
結
合
の
象
徴
」
を
前
半
に
お
い
て
「
王
冠
」
と
し
な
が
ら
、
後
半
に
お
い
て
「
国
王
」

と
し
た
。
イ
ン
ド
と
い
う
共
和
制
に
関
連
を
も
た
な
い
憲
法
的
含
意
な
る
不
自
然
さ
が
、
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
。
国
王
は
、
当
時
の
コ

モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
全
メ
ン
バ
ー
の
国
家
元
首
で
あ
り
、
そ
れ
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
首
長
」
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
役

割
り
を
果
た
す
に
は
、
王
冠
で
は
な
く
、
君
主
自
身
が
、
適
切
な
選
択
で
あ
っ
た
。
王
冠
の
象
徴
面
も
、
稀
薄
化
し
た
。

二
〇
一
八
年
四
月
、
ロ
ン
ド
ン
で
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
首
脳
会
議
が
開
催
さ
れ
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
が
次
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
首
長

と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
合
意
さ
れ
た
。
二
年
後
、
ル
ワ
ン
ダ
で
開
催
さ
れ
る
首
脳
会
議
に
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
は
出
席
し
な
い
と

予
想
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
王
室
に
も
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
も
、
世
代
交
代
の
風
が
、
吹
き
始
め
た
。

（
１
）　R. M

. D
aw

son （ed

） T
he D

evelopm
ent of D

om
inion Status 1900

－1936 （1937

） 411.

（
２
）　

伊
藤
正
己
『
憲
法
第
三
版
』（
平
成
七
年
）
一
三
二
ペ
ー
ジ
は
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法
を
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
「
憲

（
37
）（

38
）

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
42
）
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法
と
も
い
え
る
文
書
で
あ
る
」
と
解
し
た
。
ま
た
、
三
谷
太
一
郎
教
授
（
日
本
政
治
外
交
史
専
攻
）
は
、「
憲
法
学
者
も
政
治
学
者
も
、
象
徴
天

皇
の
位
置
付
け
や
任
務
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
し
て
こ
な
か
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
た
。『
朝
日
新
聞
』
平
成
二
八
年
八
月
一
八

日
一
一
面
。

（
３
）　S. R. M

ehrotra 

“On the U
se of the T

erm
 ʻCom

m
onw

ealthʼ

” Journal of Com
m

onw
ealth Political Studies 2

（1963

）12;

松

田
幹
夫
『
国
際
法
上
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
』（
平
成
七
年
）
一
三
四
―
一
三
五
、一
三
六
ペ
ー
ジ
。

（
４
）　D

aw
son （ed

） op cit 331.

（
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）　A
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ictionary of the British E
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m
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） op cit 412.
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世
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. M
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m
onw
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－1952 Ⅱ
 （1953

） 846.

（
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松
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前
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一
六
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ー
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ale T
he M
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m

onw
ealth （1983

） 40.

（
10
）　C. Steinorth 

“Com
m

onw
ealth

” The M
ax Planck E

ncyclopaedia of Public International Law
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（2012

） 463

－464;

し
た
が
っ

て
、「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で
あ
っ
た
…
…
主
権
国
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
」
と
し
た
国
際
法
学
会

編
『
国
際
関
係
法
辞
典
第
二
版
』（
平
成
一
七
年
）
三
九
四
ペ
ー
ジ
の
記
述
は
、
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
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）　H

alsburyʼs Law
s of E

ngland （4th edn Reissue
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） （1996

） para 716 n 2.

（
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 A
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）　Ibid.
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